
153 
 

  Ａ．研究目的 
JNCDBの実運用すなわち全国的ながん診療、特
にがん治療の質の評価のためのデータ収集・分
析を行い、施設に還元する。さらにデータ元と
なる各施設の診療科DBのオープンソース化によ
る整備を推進し、院内、地域がん登録とのデー
タ連携を進める。入力重複の現場負担を軽減し、
がん登録のデータの質向上を発生源の臨床現場
で図る。臓器別がん登録の実運用可能なデータ
ベースを構築する。 
 
Ｂ．研究方法 
JNCDBの乳癌登録フォーマットに実際にデータ
入力を行い、1例あたりに要する時間を測定、入
力充足率の低い項目を洗い出し項目のランク付
けを行う。その結果から入力項目の見直しを行
い、乳癌登録フォーマットを改定する。また必
要なデータを漏らすことなく入力の充足率を上
げるようにするためレイアウト変更を行う。 
JNCDBが実運用された場合にデータ連携が行え
るよう、既存DBに症例登録を継続して行う。 
 
Ｃ．研究結果 
詳細な入力項目を有するデータベースである
が、一般臨床で用いるには入力項目が多く入力
実験でも登録時間がかかったため、入力項目に
ランク付けを行い必須項目数を減らした。ラン
クの高いデータ項目については比較的容易に入
力できるようになり、初期データの登録につい
ては1症例あたり5分程度となった。一方で入力
項目のランク付けにより下位のランクには詳細
な入力項目も残してあり、各施設の登録業務の
負担に合わせて必須項目数を減らすことが可能
な一方、ランクの低い項目も残すことにより状
況に合わせて段階的に詳細なデータも入力でき
るようになった。 
 
Ｄ．考察 
JNCDBの登録フォーマット基本入力項目の見直
しを行い、必須項目数や入力時間の点で一般臨
床でも容易に使用できるようになった。 
 
Ｅ．結論 

データ入力充足率を向上するための負担軽減
を図る工夫が行われ、JNCDBの本格運用の基盤が
整備された。 
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